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平成20年３月期 中間業績予想の修正に関するお知らせ 

  

平成20年３月期中間期(平成19年４月１日～平成19年９月30日)の業績予想について、平成19年５月21日付当社

「平成19年３月期決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

なお、平成20年３月期の通期予想につきましては、子会社となった株式会社システムベースの業績予想も含め現

在確認中であり、中間決算発表時にお知らせいたします。 

 

１．平成20年３月期 中間期連結業績予想の修正（平成19年４月１日～平成19年９月30日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） ３,５７８  ８２ ５３ ３１ 

今回修正（Ｂ） ３,６１５ １１４ ９２  ２２ 

増減額（Ｂ－Ａ）  ３６  ３２  ３８  △８ 

増 減 率 １.０％ ３９.６％ ７１.７％ △２６.６％ 

（参考）前中間期実績  ３,５７１   １３４   １３２     ７５ 

 

２．平成20年３月期 中間期個別業績予想の修正（平成19年４月１日～平成19年９月30日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） ２,９０１  ３４ ４４ ２５ 

今回修正（Ｂ） ２,８９７  １９ ３２   ４ 

増減額（Ｂ－Ａ）  △３ △１４ △１２ △２１ 

増 減 率 △０.１％ △４２.０％ △２８.３％ △８４.５％ 

（参考）前中間期実績  ３,０４９    ７７    ８７     ５０ 

 

３．修正理由 

（１）中間連結業績 

   売上高につきましては、ソフトウェア受託開発が低調であったことやシステム販売の減少（株式会社

マキ製作所の倒産による影響）があったものの、機器等販売での売上げ増とシステム販売（特に、生コ

ンクリート関連システム）の売上げが伸びた結果、前年同期比４４百万円（同１.２％）増の３６億１５

百万円と当初予想比３６百万円の増加となる見込みであります。 

    営業利益につきましては、ソフトウェア開発における不採算案件の発生等があったものの、生コンク

リート関連システムにおける粗利益の確保や販売費及び一般管理費の削減に努め、１億１４百万円と当

初予想比３２百万円の増加となる見込みであります。 



経常利益につきましては、営業利益が増加したことにより、９２百万円と当初予想比３８百万円の増

加となる見込みであります。 

    中間純利益につきましては、株式会社マキ製作所の倒産による売掛債権等（３２百万円）を特別損失

に計上したことにより、２２百万円と当初予想比８百万円の減少となる見込みであります。 

 

(２) 中間個別業績 

    売上高につきましては、ソフトウェア受託開発の受注遅延あるいは減少やシステム販売（株式会社マ

キ製作所の倒産による影響）の減少に対して、機器等販売とシステム販売（画像処理システム等）の売

上げ増でカバーしきれず、前年同期比１億５２百万円（同５.０％）減の２８億９７百万円と当初予想比

３百万円の減少となる見込みであります。 

    営業利益につきましては、売上げの減少に加え、ソフトウェア開発における不採算案件の発生等があ

り、１９百万円と当初予想比１４百万円の減少となる見込みであります。 

経常利益につきましては、営業利益が減少したことにより、３２百万円と当初予想比１２百万円の減

少となる見込みであります。 

    中間純利益につきましては、株式会社マキ製作所の倒産による売掛債権等（２７百万円）を特別損失

に計上したことにより、４百万円と当初予想比２１百万円の減少となる見込みであります。 

 

（注）上記予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績

等は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以  上 

 


